JEA TR AR B & (BORBHFHEEN e 28)

Rt S

RA L =w SRR 2 NOERE & tER 2 b Ris LICE T 24158
HMEL AN DEEEB B L ONENBE 2 N O L85 2 5 %8
W 1

RIS ESLAR R - A1 RTEMTZEAT

=

ARFGEIE, BARIZE T 25 E A A QBB #ill A 0 OBy 65 x5 R
IZDWT, ZDORRIFIZEAL & PR 2RI T 2 0 21T o 72, i
S>TiX, autEi- 2t aei% (BEY) OFREHIZOWT, #hE
PRI X OV KETAT AL O A D ZEBhC k5 B AN E4E A O A A BiEED
WRLZHE L, AOBENCOWTIE, HEBE) & ENBE ORI ofFE L
Tt &1T o7,

SHTORER, aa gL ik LT, SAEADEEBENHIEA DIZE X 5
R, 2 e S RIIE I, EOH IR TIZR L T\ Z LA BN E 2R
STz, FRCHEFEEHICBWTIE, AEAOEBEBENIC L 28 ABES, HAA
DOENBENC L 2HER AHEIE & FFREEOHBICEL TR . WAE O A H#n
EHERTORERBERO D LR TWH I ERHALMNE T2, —J7, 4+
EADOENBEN OV CTII IR A K & < | B BECALRE B CIdEs A
BB CTh D OISR L, Bk, IR, [, @72 &7 8 iE o hi%

B 9
R

ERIFLTEY, 20

Gk, B O AN FAIIZ R E WD &0 ) B RS STz,

PLEDORERING | EFOHNEANN O OEINZEN A OBE OB\
THIBGEZ VR 5 2 < OHETHTZ e A H
EFEFER L LTI L ooH D Z LRS-,

Bl
B

A. TFZEED

ERE A O B8k X OYE AN O o@hEn
AADNOEEEIC S 2 D WEBNERT 5 —
J7C, SAEAND N AR E D HiE A 1 O 28 E)
ICH-Z DB ONTIE, FOICHEESh
TRV, AREFZEIE, SNE A O EBEE B
FOENBE 2 g A 0 OB)AIZ 5 2 58
BUZONWT, ZORRRFAYZEA L & HIEE ) 22 5
BT 20 & 1T o 72,

B. W3t 5L
AT ORISR E T HHIMIE20184F1 Hv o
20 FE 12 HE T 7THEMTHYD, ZD9H

—47-

H 2018 4= 1 H/nD 2019 4F 12 HETD 2
FMZE T ai. 2020 41 A5 2021
12 A2 T ) .202241 A5 2024
£ 12H% Taaik (EEM) ) &35,
FHIEICOWT, BBER RIS L O X TR
B0 N AZEENZ3HT 5 BARN ESMEAD
ANOEEOREZHEE L, AOBENZOW
TIZERBE) & BB OB 5 RT 5
FiEEZ AW, ST L TiE, EREA
BRADBERE, [ERERGIRIZEKS
<A, ANAENE L O ERA . [HA
EEHEGEH) X2 RFET —F 2 i,

—o



C. WA

g e g LT, SNE AN DEEERE)
DM N D52 D820 %, a v F1&IZiX
8 HILL EOMKETA TIZRK L TWD Z &M
e ol FRICHENIZB W T,
SME A DOEBBENC X DA, BA
ANDENBENC X D8z A & [FRRE O
FUZELCTVWD Z &R SN, — T,
SLE A DE B BN D\ I 2523 ik
IR E <, BB CIREs A 2
BIECHLOITR L, BHIR, KR,
R AR IR & o 7 4 T BT T R oo HL
B 7 B CHiA HH i DSBS ELIRE K E v &
VN O RS HERE S LT

D. fRDOFEL

HARENO R0k Cix, mnbodE
JRIZAE S BARBOIERIC L 0 A AR H3m
HWLTRY, ik A OZdEc 505 A0
BOFGIIMAHHNMEL T LTS, —H,
awuFmMEOEEBEORE A s LT,
SMEAN D N ABIRE DB — gL K L T
%o AMEAOENAOBE O MK L O
DEBDOHIEFE I SN TIE., BAESOH
WHRIEICM A T, HARENTOEFEEM
DFEVINENEIE O &, A I E
9 2 HME N DOFEED S ST 5 AT fE
Mnd 5,

E. #&im
ITEDINE AN D O#EINT, ERADB
OB HHEEZRITLTEY, Z0O%
BOHIEEZ RN G, < OHBETA
AR & L THE L L>oh b, 5%
OHIERI DO N O BjfAZ Fidd 5 2 Th, #r
T EENER L L COSNEADOERNA DB
BORBELZET LHEREEDEE>TND,

G. WroERE
1. FCRE

48—

- IS TEANAOBE) ENifthas
PRRE - AN O ERZERT (e) TA R &
thaz: 7 —# THA R AR & AR
H&ER, pp.117-136. (2026 4 3
A)

2. FERR

- e - /N EIE T e s
HNABBOEE TOER —T59
EIARBEFHAE] ORI E D00
—) BAANRFE %78 BIRE (i
R (2025.6.7)

+ NAKAGAWA Masataka, KOIKE Shiro,
FUIJII Takiko “Geographical Distributions,
Internal Migration and the Impacts on
Local Population Dynamics of Foreign
Population in Japan: Pre- and Post-
Pandemic Patterns”, 30th International
Population Conference (4 — A k7 U
T+ 7Y ARY) (2025.7.14)

H. ZnHHpEFHED HFE « BekRin

L



	ポストコロナ時代における人口動態と社会変化 の見通しに資する研究
	研究代表者　小池　司朗
	令和5～7年度 総合研究報告書･･･････････････････････････････ 7
	令和7年度 総括研究報告書
	研究代表者（小池　司朗）･････････････････････････････････････････････23
	研究分担者（林　玲子）･･･････････････････････････････････････････････31
	研究分担者（岩澤　美帆）･････････････････････････････････････････････35
	研究分担者（守泉　理恵）･････････････････････････････････････････････39
	研究分担者（菅　桂太）･･･････････････････････････････････････････････43
	研究分担者（中川　雅貴）･････････････････････････････････････････････47
	研究分担者（石井　太）･･･････････････････････････････････････････････49
	研究分担者（小島　克久）･････････････････････････････････････････････53

	個別研究報告
	１.　新型コロナウイルスの人口動態への影響に関する研究
	１　コロナ渦に伴う日本人と外国人の人口移動傾向の差異 （小池　司朗）･････････････････････････････････････････ 61
	２　外国人の国際移動および国内移動が地域人口変動に与える影響 （中川　雅貴）･････････････････････････････････････････ 69
	３　死亡の市区町村較差に人口の配偶関係構造が及ぼす影響 （菅　桂太）･･････････････････････････････････････････ 75

	２.　コロナ禍およびコロナ後を見据えた将来人口・世帯推計モデルの開発
	４　出生順位を組み合わせた配偶関係別多相生命表を用いた新型コロナ感染症拡大による出生縮減効果推計 （石井太・岩澤美帆・余田翔平・別府志海）･･･････････････････ 89
	５　就職氷河期世代の出生力－出生・卒業年コーホートと婚前妊娠の状況、少子化対策の展開に着目して－ （南拓磨・守泉理恵・岩澤美帆）････････････････････････････ 97
	６　出生率変化と出生数変動：「日本の将来推計（令和5年推計）」条件付推計の応用 （岩澤美帆・別府志海）･････････････････････････････････ 123

	３.　コロナの影響を踏まえた将来推計の政策的シミュレーションへの応用に関する研究
	７　外国人受入れの拡大が長期的な将来人口変動を通じて公的年金財政に与える影響に関する人口学的研究 （石井太・小島克久・是川夕・南英明・佐藤格・堀口侑）････････ 139
	８　新型コロナ渦での家族介護負担の変化－国民生活基礎調査の分析結果から （小島克久）･････････････････････････････････････････ 157

	資　料　編
	１　ポストコロナ時代における人口動態と社会変化の見通しに資する研究： 研究概要の流れ図････････････････････････････････････ 173
	２　小池司朗・菅桂太・藤井多希子「「令和5年地域推計」からみた将来の地域別出生数」『人口問題研究』，81–4，pp.273–282．････････････ 175
	３　菅桂太・小池司朗・藤井多希子・石井太「「令和5年地域推計」からみた将来の地域別死亡数」『人口問題研究』，82–1，pp.55–76．･･････ 185
	４　菅桂太・小池司朗・鎌田健司「2000年代以後の全国と三大都市圏の別にみた月別人口動態の趨勢」『人口問題研究』，82–1，pp.77–100． （含　補遺．X-13-ARIMA-SEATプログラムを用いたセンサス局X-11法による季節調整）････････････････････････････ 207
	５　研究成果の刊行に関する一覧表･･････････････････････････････････ 237

	
	空白ページ

	
	空白ページ

	
	空白ページ

	空白ページ
	
	１．背景と目的
	2．分析に用いるデータと方法
	3．分析結果
	3-1. 国内人口移動における外国人の影響
	3-2.外国人の人口移動による地域人口変動への影響

	4．考察とまとめ
	参照文献

	
	空白ページ

	
	空白ページ

	空白ページ
	
	（２）研究実施日程

	
	ポストコロナ時代における人口動態と社会変化 の見通しに資する研究
	研究代表者　小池　司朗
	令和5～7年度 総合研究報告書･･･････････････････････････････ 7
	令和7年度 総括研究報告書
	研究代表者（小池　司朗）･････････････････････････････････････････････23
	研究分担者（林　玲子）･･･････････････････････････････････････････････31
	研究分担者（岩澤　美帆）･････････････････････････････････････････････35
	研究分担者（守泉　理恵）･････････････････････････････････････････････39
	研究分担者（菅　桂太）･･･････････････････････････････････････････････43
	研究分担者（中川　雅貴）･････････････････････････････････････････････47
	研究分担者（石井　太）･･･････････････････････････････････････････････49
	研究分担者（小島　克久）･････････････････････････････････････････････53

	個別研究報告
	１.　新型コロナウイルスの人口動態への影響に関する研究
	１　コロナ渦に伴う日本人と外国人の人口移動傾向の差異 （小池　司朗）･････････････････････････････････････････ 61
	２　外国人の国際移動および国内移動が地域人口変動に与える影響 （中川　雅貴）･････････････････････････････････････････ 69
	３　死亡の市区町村較差に人口の配偶関係構造が及ぼす影響 （菅　桂太）･･････････････････････････････････････････ 75

	２.　コロナ禍およびコロナ後を見据えた将来人口・世帯推計モデルの開発
	４　出生順位を組み合わせた配偶関係別多相生命表を用いた新型コロナ感染症拡大による出生縮減効果推計 （石井太・岩澤美帆・余田翔平・別府志海）･･･････････････････ 89
	５　就職氷河期世代の出生力－出生・卒業年コーホートと婚前妊娠の状況、少子化対策の展開に着目して－ （南拓磨・守泉理恵・岩澤美帆）････････････････････････････ 97
	６　出生率変化と出生数変動：「日本の将来推計（令和5年推計）」条件付推計の応用 （岩澤美帆・別府志海）･････････････････････････････････ 123

	３.　コロナの影響を踏まえた将来推計の政策的シミュレーションへの応用に関する研究
	７　外国人受入れの拡大が長期的な将来人口変動を通じて公的年金財政に与える影響に関する人口学的研究 （石井太・小島克久・是川夕・南英明・佐藤格・堀口侑）････････ 139
	８　新型コロナ渦での家族介護負担の変化－国民生活基礎調査の分析結果から （小島克久）･････････････････････････････････････････ 157

	資　料　編
	１　ポストコロナ時代における人口動態と社会変化の見通しに資する研究： 研究概要の流れ図････････････････････････････････････ 173
	２　小池司朗・菅桂太・藤井多希子「「令和5年地域推計」からみた将来の地域別出生数」『人口問題研究』，81–4，pp.273–282．････････････ 175
	３　菅桂太・小池司朗・藤井多希子・石井太「「令和5年地域推計」からみた将来の地域別死亡数」『人口問題研究』，82–1，pp.55–76．･･････ 185
	４　菅桂太・小池司朗・鎌田健司「2000年代以後の全国と三大都市圏の別にみた月別人口動態の趨勢」『人口問題研究』，82–1，pp.77–100． （含　補遺．X-13-ARIMA-SEATプログラムを用いたセンサス局X-11法による季節調整）････････････････････････････ 207
	５　研究成果の刊行に関する一覧表･･････････････････････････････････ 237


	差し替え
	（２）研究実施日程

	
	ポストコロナ時代における人口動態と社会変化 の見通しに資する研究
	研究代表者　小池　司朗
	令和5～7年度 総合研究報告書･･･････････････････････････････ 7
	令和7年度 総括研究報告書
	研究代表者（小池　司朗）･････････････････････････････････････････････23
	研究分担者（林　玲子）･･･････････････････････････････････････････････31
	研究分担者（岩澤　美帆）･････････････････････････････････････････････35
	研究分担者（守泉　理恵）･････････････････････････････････････････････39
	研究分担者（菅　桂太）･･･････････････････････････････････････････････43
	研究分担者（中川　雅貴）･････････････････････････････････････････････47
	研究分担者（石井　太）･･･････････････････････････････････････････････49
	研究分担者（小島　克久）･････････････････････････････････････････････53

	個別研究報告
	１.　新型コロナウイルスの人口動態への影響に関する研究
	１　コロナ渦に伴う日本人と外国人の人口移動傾向の差異 （小池　司朗）･････････････････････････････････････････ 61
	２　外国人の国際移動および国内移動が地域人口変動に与える影響 （中川　雅貴）･････････････････････････････････････････ 69
	３　死亡の市区町村較差に人口の配偶関係構造が及ぼす影響 （菅　桂太）･･････････････････････････････････････････ 75

	２.　コロナ禍およびコロナ後を見据えた将来人口・世帯推計モデルの開発
	４　出生順位を組み合わせた配偶関係別多相生命表を用いた新型コロナ感染症拡大による出生縮減効果推計 （石井太・岩澤美帆・余田翔平・別府志海）･･･････････････････ 89
	５　就職氷河期世代の出生力－出生・卒業年コーホートと婚前妊娠の状況、少子化対策の展開に着目して－ （南拓磨・守泉理恵・岩澤美帆）････････････････････････････ 97
	６　出生率変化と出生数変動：「日本の将来推計（令和5年推計）」条件付推計の応用 （岩澤美帆・別府志海）･････････････････････････････････ 123

	３.　コロナの影響を踏まえた将来推計の政策的シミュレーションへの応用に関する研究
	７　外国人受入れの拡大が長期的な将来人口変動を通じて公的年金財政に与える影響に関する人口学的研究 （石井太・小島克久・是川夕・南英明・佐藤格・堀口侑）････････ 139
	８　新型コロナ渦での家族介護負担の変化－国民生活基礎調査の分析結果から （小島克久）･････････････････････････････････････････ 157

	資　料　編
	１　ポストコロナ時代における人口動態と社会変化の見通しに資する研究： 研究概要の流れ図････････････････････････････････････ 173
	２　小池司朗・菅桂太・藤井多希子「「令和5年地域推計」からみた将来の地域別出生数」『人口問題研究』，81–4，pp.273–282．････････････ 175
	３　菅桂太・小池司朗・藤井多希子・石井太「「令和5年地域推計」からみた将来の地域別死亡数」『人口問題研究』，82–1，pp.55–76．･･････ 185
	４　菅桂太・小池司朗・鎌田健司「2000年代以後の全国と三大都市圏の別にみた月別人口動態の趨勢」『人口問題研究』，82–1，pp.77–100． （含　補遺．X-13-ARIMA-SEATプログラムを用いたセンサス局X-11法による季節調整）････････････････････････････ 207
	５　研究成果の刊行に関する一覧表･･････････････････････････････････ 237


	
	ポストコロナ時代における人口動態と社会変化 の見通しに資する研究
	研究代表者　小池　司朗
	令和5～7年度 総合研究報告書･･･････････････････････････････ 7
	令和7年度 総括研究報告書
	研究代表者（小池　司朗）･････････････････････････････････････････････23
	研究分担者（林　玲子）･･･････････････････････････････････････････････31
	研究分担者（岩澤　美帆）･････････････････････････････････････････････35
	研究分担者（守泉　理恵）･････････････････････････････････････････････39
	研究分担者（菅　桂太）･･･････････････････････････････････････････････43
	研究分担者（中川　雅貴）･････････････････････････････････････････････47
	研究分担者（石井　太）･･･････････････････････････････････････････････49
	研究分担者（小島　克久）･････････････････････････････････････････････53

	個別研究報告
	１.　新型コロナウイルスの人口動態への影響に関する研究
	１　コロナ渦に伴う日本人と外国人の人口移動傾向の差異 （小池　司朗）･････････････････････････････････････････ 61
	２　外国人の国際移動および国内移動が地域人口変動に与える影響 （中川　雅貴）･････････････････････････････････････････ 69
	３　死亡の市区町村較差に人口の配偶関係構造が及ぼす影響 （菅　桂太）･･････････････････････････････････････････ 75

	２.　コロナ禍およびコロナ後を見据えた将来人口・世帯推計モデルの開発
	４　出生順位を組み合わせた配偶関係別多相生命表を用いた新型コロナ感染症拡大による出生縮減効果推計 （石井太・岩澤美帆・余田翔平・別府志海）･･･････････････････ 89
	５　就職氷河期世代の出生力－出生・卒業年コーホートと婚前妊娠の状況、少子化対策の展開に着目して－ （南拓磨・守泉理恵・岩澤美帆）････････････････････････････ 97
	６　出生率変化と出生数変動：「日本の将来推計（令和5年推計）」条件付推計の応用 （岩澤美帆・別府志海）･････････････････････････････････ 123

	３.　コロナの影響を踏まえた将来推計の政策的シミュレーションへの応用に関する研究
	７　外国人受入れの拡大が長期的な将来人口変動を通じて公的年金財政に与える影響に関する人口学的研究 （石井太・小島克久・是川夕・南英明・佐藤格・堀口侑）････････ 139
	８　新型コロナ渦での家族介護負担の変化－国民生活基礎調査の分析結果から （小島克久）･････････････････････････････････････････ 157

	資　料　編
	１　ポストコロナ時代における人口動態と社会変化の見通しに資する研究： 研究概要の流れ図････････････････････････････････････ 173
	２　小池司朗・菅桂太・藤井多希子「「令和5年地域推計」からみた将来の地域別出生数」『人口問題研究』，81–4，pp.273–282．････････････ 175
	３　菅桂太・小池司朗・藤井多希子・石井太「「令和5年地域推計」からみた将来の地域別死亡数」『人口問題研究』，82–1，pp.55–76．･･････ 185
	４　菅桂太・小池司朗・鎌田健司「2000年代以後の全国と三大都市圏の別にみた月別人口動態の趨勢」『人口問題研究』，82–1，pp.77–100． （含　補遺．X-13-ARIMA-SEATプログラムを用いたセンサス局X-11法による季節調整）････････････････････････････ 207
	５　研究成果の刊行に関する一覧表･･････････････････････････････････ 237



